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●発達心理学

人の生涯の発達を通じて、その心身のはたらきをどのように変化させてい

くか、その発達をどのように支援すればよいかなどを研究する学問です。

●応用行動分析学人間の行動を科学的に研究し、人間理解・人間生活の様々な課題解

決に取り組む学問です。人間の「行動」を「環境」との相互作用の視点か

ら捉えます。

15年にわたり、発達障害とされるお子さん達、親御さんたちの支援に携わってきました。



保護者とともに

取り組むこと

わたしたちは、保護者は子どもの一番

の専門家になれると信じています。子

どもが学ぶ過程をしっかりと共有し、

その親子らしい学びのスタイルをとも

に築くことを大切にしています。

研究成果に基づいた

手法を選択すること

わたしたちは、国際的な研究成果に基

づいた支援を行います。記録に基づき

具体的な目標を立て、達成度を見極め、

支援方法を進化させていくPDCAのサ

イクルを繰り返します。子どもの豊か

な学びに徹底的に向き合う方法論です。

地域に変化を

起こすこと

子どもたちは、かかわる人や環境から

様々なことを学びます。わたしたちは、

すべての人が、子どもたちの良き理解

者、支援者となる社会の仕組みづくり

に取り組んでいます。



わたしたち
の想い

発達障害またはその疑いのある

すべての子供たちが

生まれた環境に左右されず

可能性を最大限に広げられる社会を実現する
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解決できる問題を整理し、支援する
ー応用行動分析に基づく支援



グローバルスタンダードな支援

Recommendations for Practice and Research

Zwaigenbaum, L. et al. (2015)
−American Academy of Pediatrics（米国小児学会）

⚫ 発達的・行動的手法を組み
合わせた介入の早期開始

⚫ 家族や養育者の積極的な療
育への関与



One-year outcomes of low-intensity behavioral interventions among Japanese 
preschoolers with autism spectrum disorders: Community-based study(2020)

Hideyuki Haraguchia, Honami Yamaguchib, Atsuko Miyakec, Yoshiyuki Tachibanad, Andrew 
Stickleya,e, Mari Horiguchif, Masahiko Inoueg, Fumiyuki Noroh, Yoko Kamio

• 低密度ABA(平均週5.5時間)と非行動的折衷的介入の比較

• 低密度ABA群の方が言語と社会的発達の伸びが大きい

• 個別の療育時間は言語とコミュニケーションスキルの伸びと関連
する

• たとえ低密度でもABAの実装が有用である可能性が示唆



エビデンスを現場で活用する

•発達障害（とくに自閉症スペクトラム）の子ども達の言
語・認知・行動問題、社会性等の発達を促進するために

・家族支援（ペアレントトレーニング）

・応用行動分析（ABA）に基づいた支援（理論的ベース）

・早期かつ個別の支援

・発達心理学に基づいたプログラム



原点はここ

日本に帰って一番辛いことは、我が子への療育環境がアメリ

カでいた頃のようには整わないことかな、と思っていました。

でも、帰ってきたら違いました。

私がアメリカで体験して学んだようなことを、子どもが幼稚園に

なるような年齢まで知らない人が数多くいて、多くのお子さんの可

能性が失われていることが、一番辛かったです。

今も、そのことが1番辛いです------

共同代表である竹内が学生の時、自閉症の支援を始めるきっか

けとなった保護者の方からのお手紙です。

日本では欧米諸国に比べて、科学的に効果が実証されている療

育を受けられる環境が不足しています。

「支援者が圧倒的に少ない現状を変えたい」

「すべての子どもに効果的な療育を届けたい」

その想いが、このプロジェクトの原点です。



親子共学型療育プログラム「ぺあすく」の流れ



EDS
-NETWORK
の背景



28年度研究開発成果実装支援プログラム採択

エビデンスに基づいて保護者とともに行う
発達障害児の早期療育モデル

実装プロジェクト

既存の制度を活用し、エビデンスに基づいた早期療育の
持続的な地域モデルを確立し、全国への普及を目指す。



3つのプログラム

包括的早期療育
システム

AI-PAC

初級ABA
セラピスト
養成研修
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保護者
エンパワメント

型
療育モデル



初級ABAセラピスト認定研修
による人材育成

認定

51名

E-learning講

習

ロープレ

講習

OJT型実習

（20単位）
認定試験

実技試験

筆記試験

仮認定

1年間の

Follow-up

本認定

スキルアップ

研修会



学びのコンテンツ
(e-learning)

教材

直感的な発達評価・カリキュラム構成

簡易な
記録

療育結果のみえる化

共有・連携

・操作性の向上
・e-learningや教材の内蔵化
・記録やデータ共有機能の追加
・家庭連携の強化

商標「AI-
PAC」

特許出願中
（教育ソフトウェ

ア）



学びの拠点化
地域研修会の共同開催
チラシフォーマット共有
自治体後援



ぺあすくプログラム実装の成果
• 28年10月からの2年間で、約350家庭に提供が完了

• 6カ月×4期の安定した運用

連携機関におけるぺあすくの様子

350

家庭



横浜市南部地域
療育センター

ぶりんぐあっぷち
ば

子ども発達セン
ター

児童発達支援マ
ルシェ

全国に広がる連携機関

発達心理学
研究室

NPO法人子育て
ネットくすくす

4 拠点



15拠点

実装中



療育アドバイザー
養成研修

• 3日間25時間の集中研修

→大学院レベルの学びを現場へ

• 評価項目

応用行動分析学の知識

単一事例研究

療育実践

保護者対応

課題構成

支援者育成



定量的評価のまとめ

• 認知適応領域・言語社会領域で発達指数が増加した

ー発達全般を促進する効果

ー知的レベルが境界域に位置する参加児への効果大

• 育児ストレスは低下し、自己評価のスコアは増加した

ー家庭療育は保護者のポジティブな変化に貢献

療育の具体的な目標や成功体験、理論的裏付けが有効

ー自閉度や育児ストレスの低下には参加児の知的障害が関連

支援効果の見通し
家庭療育は

保護者支援である

知的障害の程度
×支援の厚み



公的機関への導入
（江戸川区）

・区立幼稚園跡地（２０２０年４月開
設）

・江戸川区の特徴

M-CHATの導入

全年齢対応の相談センター

ベストプラクティスな

地域政策モデルの構築



（２）科学的根拠のあるプログラムを用いた専門的な訓練（療育）を実践するなど豊富な経験を
有する







エビデンスと成果でつながる
ネットワークの必要性

• エビデンス・成果が共通言語

• 成果に徹底的に、真摯に向き合う姿勢の共有

• 連携機関と協働し、地域で人が育ち、普遍的に質を維持できる仕組み



エビデンスに基づいた発達支援
全日本ネットワーク (EDS-NET)設立



Copyright 2018. ADDS. All rights 
reserved

データ 育成

発信

実践

研究

エビデンスと成果でつながる発達障害の
早期支援エコシステムの構築

Copyright 2018. ADDS. All rights reserved



「エビデンス」への向き合い方

学ぶ 活用する 創る



EDS-NET
のこれから



公認心理師の実習生受入

•児童発達支援マルシェさん

•公認心理師実習

•学部生3名程度

•3日間の見学

現状

・カリキュラムの設定

・試験の作成

・書式の整備etc
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項目 内容 詳細 方法 対象

保護者 実習・研修同意書をかわす 事前同意・趣旨説明 口頭

学生 秘密保持契約・保険（？） 担当を持つ際の、個人情報やケガなどのリスクヘッジ検討 口頭

1 発達障害の基礎知識 事前学習＋小テスト e-learning視聴or事前読書

2 ABAの理論やDTTの基礎 事前学習＋小テスト e-learning視聴or事前読書

3 アセスメント　＊時期次第 検査見学・K式発達検査の数値算出 ケース同席

4 保護者対応の見学 困りごとやニーズの見極め ケース同席＋シート記入

5 療育見学（個別） ケース同席＋シート記入

6 療育見学（集団） ケース同席＋シート記入

7 20単位の実習

・ケースの担当（部分的な実施ふくむ）

・集団のST

・ケースの準備、後片付け

・教材の作成

・検査のスコアリング

・AI-PACを活用した課題更新

ケース同席

院生のみ

（24日間）

＊5～6ヶ月

プロンプトをいれていた場面や方法の観察・記録

学部生・院生

共通

（4日間）



EDS-NET新型コロナ対応
オンライン情報交換会



エビデンスでつながる
発達障害支援者の学びの場をつくる

⚫特定非営利活動法人ADDS（東京都）

⚫対象：全国

⚫目的：2018年より取り組んできた全国の
支援機関とのネットワークを活用し、支援
者同士の学びのプラットフォームを構築

⚫助成金額：6,140,000円

⚫助成期間：2021年3月～2022年2月
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実施項目

1．オンライン地域研修会の開催：
連携する機関が主催者となって、3～5回の小～中規模の研修会を開

催する。
2．研修資料の整理と共有保管庫の確保：
各地域で実施する研修資料や、療育用の教材の共有保管庫を作成し、

連携機関が自由に活用できるようにする。
3．オンライン研修プラットフォームの開発：
基礎研修カリキュラムを作成し、オンラインで受講できるプログラ

ムを開発する。それらをオンライン上で閲覧できるシステムの開発も
行う。
4．支援の質の相互チェックシステムの開発：
ガイドラインに沿ったチェックリストの作成を行う。
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ご登録
お願いし
ます！



EDS-NETWORKのこれからを、
よろしくお願い致します

NPO法人ADDS 共同代表 熊仁美

ご清聴ありがとうございました。


